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　▽

日
時　

１
月
９
日
（
木
）、
10
日
（
金
）

▽
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

▽
場
所　

小
諸
商
工
会
議
所
３
階
研
修
室

▽
相
談
料　

無
料

▽
持
ち
物　

源
泉
徴
収
簿
、
給
与
台
帳
、
７
月
10

日
ま
で
に
納
め
た
源
泉
税
納
付
書
（
必
須
）、
扶

養
控
除
届
（
異
動
）
及
び
保
険
料
控
除
申
告
書
と

給
与
所
得
者
の
基
礎
控
除
申
告
書
、
保
険
料
の
証

明
書
、
印
鑑
、
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）（
個

人
別
明
細
書
）、
各
人
別
控
除
実
績
簿
（
※
作
成

し
て
い
る
方
）

　

問
合
せ
は
当
所
（
２
２
‐
３
３
５
５
）
へ
。

▽
教
育
訓
練
給
付
金
給
付
率
上
限
変
更

教
育
訓
練
給
付
金
に
つ
い
て
、
給
付
率
の
上
限
を

受
講
費
用
の
70
％
か
ら
80
％
に
引
き
上
げ
（
令
和

６
年
10
月
１
日
〜
）

【
改
正
後
】

本
体
給
付
…
専
門
実
践
50
％
／
特
定
一
般
40
％

追
加
給
付
①
（
資
格
取
得
等
）
…
専
門
実
践
20
％

／
特
定
一
般
10
％

追
加
給
付
②
（
賃
金
上
昇
）
…
専
門
実
践
10
％

最
大
給
付
率
…
専
門
実
践
80
％
／
特
定
一
般
50
％

▽
自
己
都
合
離
職
者
の
給
付
制
度
見
直
し
（
令
和

７
年
４
月
１
日
〜
）

離
職
期
間
中
や
離
職
日
前
１
年
以
内
に
、
自
ら
の

雇
用
の
安
定
及
び
就
職
の
促
進
に
資
す
る
教
育
訓

練
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
給
付
制
限
を
解
除
。
こ

の
ほ
か
、
原
則
の
給
付
制
限
期
間
を
２
か
月
か
ら

１
か
月
へ
短
縮
す
る
。
た
だ
し
、
５
年
間
で
３
回

以
上
の
自
己
都
合
離
職
の
場
合
に
は
給
付
制
限
を

３
か
月
と
す
る
。

▽
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
引
き
上
げ
（
令
和
７

年
４
月
１
日
〜
）

子
の
出
生
直
後
の
一
定
期
間
以
内
（
男
性
は
子
の

出
生
後
８
週
間
以
内
、
女
性
は
産
後
休
業
後
８
週

間
以
内
）
に
被
保
険
者
と
そ
の
配
偶
者
の
両
方
が

14
日
以
上
の
育
児
休
業
を
取
得
す
る
場
合
に
、
最

大
28
日
間
、
休
業
開
始
賃
金
の
13
％
相
当
額
を
給

付
し
、
育
児
休
業
給
付
（
現
行
67
％
）
と
あ
わ
せ

て
給
付
率
80
％
へ
と
引
き
上
げ
る
。

▽
育
児
時
短
就
業
給
付
の
創
設
（
令
和
７
年
４
月

１
日
〜
）

被
保
険
者
が
、
２
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た
め

に
、
時
短
勤
務
を
し
て
い
る
場
合
の
新
た
な
給
付

と
し
て
創
設
。
給
付
率
は
、
時
短
勤
務
中
に
支
払

わ
れ
た
賃
金
額
の
10
％
と
す
る
。

▽
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
給
付
率
の
引
き
下
げ

（
令
和
７
年
４
月
１
日
〜
）

令
和
７
年
度
以
降
に
60
歳
と
な
る
労
働
者
へ
の
給

付
率
を
10
％
へ
引
き
下
げ
（
現
行
は
15
％
）

▽
雇
用
保
険
の
適
用
拡
大（
令
和
10
年
10
月
１
日
〜
）

雇
用
保
険
の
被
保
険
者
の
要
件
の
う
ち
、
週
所
定

労
働
時
間
を
20
時
間
以
上
か
ら
10
時
間
以
上
に
変

更
し
、
適
用
対
象
を
拡
大
。

▽
デ
ジ
チ
ャ
レ
信
州
と
は

離
職
し
た
若
者
、
女
性
等
を
対
象
に
Ｉ
Ｔ
職
業
訓

練
（
メ
タ
バ
ー
ス
講
義
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を
行

う
こ
と
で
、「
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
で
き
る
人
材
」
の

育
成
、
企
業
と
の
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
を
図
る

事
業
。
長
野
県
が
運
営
し
て
い
る
就
職
支
援
事
業

な
の
で
、
採
用
に
か
か
る
費
用
は
無
料
。
Ｉ
Ｔ
リ

テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
た
人
材
を
採
用
で
き
る
の

で
、
採
用
後
の
Ｉ
Ｔ
研
修
に
か
か
る
経
費
や
時
間

を
軽
減
で
き
ま
す
。

▽
募
集
期
間
／
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

▽
参
加
要
件

①
未
経
験
者
採
用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
（
※
Ｉ
Ｔ

エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
人
材
を
採
用
す
る
場
合
は

「
正
社
員
採
用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
」
が
要
件
）

②
Ｉ
Ｔ
関
連
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
の
採
用
を
行
っ
て
い

る
こ
と

③
長
野
県
内
の
事
業
所
で
雇
用
を
予
定
し
て
い
る

こ
と

④
労
働
関
係
等
の
法
令
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と

▽
採
用
費
／
無
料

▽
参
加
申
込
方
法

デ
ジ
チ
ャ
レ
信
州
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
お
問
合
せ

先
記
載
の
連
絡
先
か
ら

▽
企
業
様
向
け
事
業
説
明
会

【
開
催
日
時
】
12
月
６
日
午
前
11
時
〜
11
時
半

個
別
説
明
ご
希
望
の
場
合
も
承
り
ま
す
。

【
形
式
】
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配
信

▽
お
問
合
せ
先

長
野
県
長
野
市
南
千
歳
１
‐
１
２
‐
７ 

新
正
和
ビ

ル
６
Ｆ

長
野
県
「
デ
ジ
チ
ャ
レ
信
州
」
事
務
局

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
５
０
‐
３
６
６
６
‐
０
４
５
９
）

県
は
、女
性
や
、若
者
、障
が
い
者
な
ど
求
職
者
が
、

自
ら
の
能
力
を
発
揮
し
つ
つ
多
様
な
働
き
方
を
実

現
で
き
、
企
業
に
お
い
て
は
必
要
な
人
材
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
求
職
者
と
多
様
な
働
き
方
・
求
人

を
持
つ
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
し
て
合
同

就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
名
称
／
Ｊ
ｏ
ｂ
サ
ポ
お
し
ご
と
相
談
会

▽
内
容

出
展
企
業
ご
と
に
ブ
ー
ス
を
用
意
し
、
来
場
者
が

訪
問
し
て
個
別
に
面
談
す
る
相
談
会
。

来
場
者
は
履
歴
書
や
会
場
設
置
の
簡
易
エ
ン
ト
リ

ー
シ
ー
ト
を
持
参
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
場
で
選

考
の
ご
案
内
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
。

▽
出
展
企
業
数
／
20
社
か
ら
40
社
を
予
定
（
会
場

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

※
参
加
無
料

▽
開
催
日
時

令
和
７
年
２
月
10
日
午
前
10
時
半
〜
午
後
０
時
半

▽
開
催
場
所

佐
久
市
猿
久
保
１
６
５
番
地
１

佐
久
市
市
民
創
錬
セ
ン
タ
ー

▽
出
展
申
込
の
注
意
事
項

出
展
企
業
数
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
定
員
を

超
え
る
お
申
込
を
い
た
だ
き
ま
し
た
際
に
は
先
着

順
に
て
仮
受
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
事
務

局
に
て
ご
出
展
企
業
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

ご
参
加
決
定
企
業
に
対
し
事
務
局
よ
り
ご
連
絡
を

差
し
上
げ
ま
す
。

▽
申
込
期
限
／
12
月
27
日

▽
お
問
合
せ
先

長
野
市
南
千
歳
１
－
１
２
－
７
新
正
和
ビ
ル
６F

地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局　

ア
デ
コ
株
式

会
社
（
０
５
０
‐
５
５
３
６
‐
８
２
３
４
）

年
末
調
整
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

デ
ジ
チ
ャ
レ
信
州
採
用
企
業
募
集

雇
用
保
険
関
係
制
度
変
更

お
し
ご
と
相
談
会
出
展
企
業
募
集
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浅間山南麓ジオパーク構想推進市民の会
古屋　昌和 会長

間
山
全
域
を
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に

 

一
歩
ず
つ
着
実
に
活
動
進
め
る

浅

Voice to the future
　
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
は
、
地
質
や
地
形
か

ら
地
球
の
過
去
を
知
り
、
未
来
を
考
え
て
活

動
す
る
場
所
な
ど
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
２
０
１
６
年
に
嬬
恋
村
や

長
野
原
町
な
ど
浅
間
山
北
麓
が
ジ
オ
パ
ー
ク

の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
小
諸
市
を
は
じ
め

と
す
る
南
麓
地
域
も
準
備
会
に
は
参
加
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
は
事
情
が
異
な
る
点

も
あ
っ
て
同
じ
歩
み
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
「
浅
間
山
全
域
が
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
こ
と
」を
目
指
し
、

２
０
１
６
年
か
ら
「
浅
間
山
大
好
き
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
」
を
始
め
、
浅
間
山
や
火
山
、
ジ
オ

パ
ー
ク
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
現
地
視
察
な

ど
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は

11
月
17
日
の
会
で
29
回
を
数
え
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
「
浅
間
山
」
の
ふ
も
と
で
暮
ら

し
、
浅
間
山
か
ら
の
様
々
な
恩
恵
や
リ
ス
ク

を
背
負
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
防

災
や
文
化
、
産
業
、
農
業
、
教
育
な
ど
様
々

な
面
に
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
浅
間
山
南
麓
の
ジ
オ
パ

ー
ク
認
定
を
目
指
し
、
北
麓
と
一
緒
に
な
っ

て
、エ
リ
ア
を「
浅
間
山
全
域
」に
広
げ
た
い
。

　
「
大
好
き
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
で
は
様
々
な

専
門
家
を
講
師
に
招
い
て
講
演
な
ど
し
て
き

ま
し
た
が
、
活
動
当
初
は
ま
ず
ど
う
い
う
人

に
講
演
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
予
算
も
潤
沢
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
講
師
の
方
に
事
情
も
説
明
し

た
上
で
、
無
料
で
来
て
い
た
だ
い
た
。
参
加

者
も
初
回
は
７
、８
人
で
し
た
が
、
今
は
50

人
近
く
が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
う

や
く
こ
こ
ま
で
来
た
と
い
う
思
い
で
す
。

　
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
を
続
け
、
昨
年
10

月
に
「
ジ
オ
パ
ー
ク
市
民
の
会
」
が
発
足
。

現
在
の
会
員
は
小
諸
市
と
東
御
市
、
御
代
田

町
、
軽
井
沢
町
、
佐
久
市
な
ど
か
ら
集
ま
っ

た
約
80
人
。「
大
好
き
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

通
じ
て
裾
野
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
て
、

目
標
は
３
万
人
で
す
（
笑
）。

　
現
時
点
で
は
、
２
０
２
６
年
で
の
ジ
オ
パ

ー
ク
認
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。認
定
後
は
、

外
部
へ
向
け
た
周
知
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
で

も
も
っ
と
浅
間
山
の
良
さ
を
広
く
知
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
現
在
国
内
で
47
の
ジ
オ
パ
ー
ク
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
我
々
の
活
動
が
他
と
違
う

の
は
民
間
の
動
き
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
点
。

こ
れ
か
ら
も
目
標
に
向
け
一
歩
一
歩
着
実
に

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
商
工
会
議
所
会

員
の
皆
さ
ま
も
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。



   － 4 －

活力ある事業所情報

　民
宿
事
業
を
開
始

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

車
留
夢

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

    　

 

ア
サ
マ
２
０
０
０
パ
ー
ク

●小諸市高峰高原●TEL：23-1714●営業時間：8時半～16時（季節変動あり）　●ＨＰ：https://asama2000.com/

●住所：六供 2 丁目 8-3　● TEL：0267-23-3310

　
　

●住所：荒町 2 丁目 5-7　● TEL：0267-23-1815　●営業時間：10 時～ 18 時　●定休日：木、日（午後）※月曜（製造日）は状況によって休みあり

　

荒
町
の
「
風
味
堂
」（
高
橋
義

英
店
主
）
は
、
毎
年
恒
例
と
な
る

暮
れ
の
御
餅
つ
き
を
年
末
年
始
承

っ
て
い
る
。
暮
れ
に
な
る
と
注
文

が
多
く
な
る
と
い
う
御
餅
だ
が
、

風
味
堂
で
は
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
製
造
し
て
い
る
。
も
ち

米
の
持
ち
込
み
が
出
来
な
い
店
舗

が
多
い
中
、
持
ち
込
み
で
の
注
文

が
可
能
で
あ
り
、
客
側
で
用
意
で

き
な
い
場
合
は
自
社
で
手
配
し
販

売
し
て
い
る
。

　

御
餅
の
種
類
は
白
、
き
び
、
豆
、

の
り
が
あ
り
、
豆
餅
は
棒
で
作
る

こ
と
も
可
能
。
ま
た
お
供
え
餅
や

鏡
餅
な
ど
お
正
月
に
か
け
て
需
要

が
多
く
な
る
も
の
も
、
大
中
小
と

要
望
に
合
わ
せ
た
大
き
さ
で
注
文

が
出
来
る
。

　

来
年
１
月
か
ら
は
草
餅
や
桜
餅

の
販
売
も
開
始
す
る
た
め
、
こ
ち

ら
も
併
せ
て
利
用
し
た
い
。
ま
た

11
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
て
い
る

「
芋
羊
羹
」
も
好
評
だ
。
市
内
の

農
家
か
ら
直
接
仕
入
れ
て
い
る
と

い
う
さ
つ
ま
い
も
は
水
分
量
が
少

な
く
、
ほ
く
ほ
く
と
し
た
食
感
が

特
徴
の
紅
あ
ず
ま
を
使
用
。
水
分

量
が
多
い
多
品
種
よ
り
も
し
っ
か

り
と
し
た
形
を
形
成
で
き
、
人
気

の
商
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

店
主
の
高
橋
さ
ん
は
「
季
節

ご
と
に
楽
し
め
る
和
菓
子
を
取
り

揃
え
て
い
る
の
で
、
個
人
用
や
贈

答
用
な
ど
で
利
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
す
。

　

六
供
の
「
車
留
夢
」（
臼
田
和
弘

代
表
）
が
敷
地
内
の
空
き
家
を
フ

ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
新
た
に

民
宿
事
業
を
始
め
た
。
以
前
か
ら

空
き
家
と
な
っ
て
い
た
建
物
の
活

用
法
を
模
索
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
に
始
ま
っ
た
事
業
再
構
築
補
助

金
を
活
用
し
、
新
事
業
と
し
て
約

２
年
前
か
ら
計
画
し
て
き
た
。

　

構
造
は
１
棟
２
戸
で
、
１
戸
当

た
り
４
名
で
最
大
８
名
ま
で
宿
泊

可
能
。
施
設
名
の
「
ウ
ィ
ン
ド
ミ

ル
」
は
車
留
夢
の
象
徴
で
も
あ
る

「
風
車
」
が
由
来
。
天
井
が
高
く
開

放
的
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
建
物

内
は
浴
室
や
キ
ッ
チ
ン
な
ど
を
完

備
し
、
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
が
２
階
に

あ
る
こ
と
で
、
快
適
に
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

屋
外
に
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ
ス
ペ
ー
ス
を

併
設
。
炭
や
調
理
器
具
も
完
備
し

て
い
る
の
で
、
食
材
を
持
ち
込
め

ば
す
ぐ
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
Ｂ
Ｂ
Ｑ
施
設
の
み
の
利
用
も

可
。
現
時
点
で
宿
泊
予
約
は
予
約

サ
イ
ト
の
「
エ
ア
ビ
ー
ア
ン
ド
ビ

ー
」
で
承
っ
て
お
り
、
平
日
２
名

２
万
５
千
円
〜
。
１
名
プ
ラ
ス
ご

と
８
千
円
追
加
（
金
土
日
祝
は
１

割
増
）。

　

基
本
素
泊
ま
り
プ
ラ
ン
と
な
る

た
め
、「
食
事
は
当
店
や
他
の
市
内

飲
食
店
を
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と

代
表
の
臼
田
さ
ん
は
話
す
。

賃
餅
承
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
味
堂
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素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
新
商
品

　
　
　
　
　

一
歩
ベ
ー
カ
リ
ー

「
シ
ョ
ソ
ン
・
オ
・
ポ
ム
」
販
売
中

　  
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

ウ
エ
ス
ト

●住所：軽井沢町大字軽井沢　●電話予約：0267-42-1111（レストラン予約係）　●営業時間：ティータイム 10 時～ 18 時（ラストオーダー 17 時半）

●住所：軽井沢町大字追分578　● TEL：0267-41-6511　●営業時間：10時～ 16時（冬季）10時～ 17時（夏季）　●定休日：火、水、木（冬季）水、木（夏季）

　

北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
の
「
軽
井

沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル 

ウ
エ
ス
ト
」

（
佐
藤
光
紀
総
支
配
人
）
で
は
、
地

元
農
産
物
の
魅
力
発
信
や
農
家
の

後
継
者
不
足
な
ど
地
域
農
業
の
課

題
を
と
も
に
解
決
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
市
内
の
果
樹
園
の
り
ん
ご

を
使
っ
た
「
シ
ョ
ソ
ン
・
オ
・
ポ
ム
」

を
12
月
15
日
（
日
）
ま
で
の
期
間

中
、
販
売
し
て
い
る
。「
シ
ョ
ソ
ン
・

オ
・
ポ
ム
」
と
は
、
り
ん
ご
の
コ

ン
ポ
ー
ト
を
パ
イ
生
地
で
包
ん
だ

ス
イ
ー
ツ
で
あ
り
、
同
ホ
テ
ル
で

は
収
穫
時
期
に
よ
る
品
種
の
違
い

で
様
々
な
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
る
。

　

材
料
と
な
る
り
ん
ご
は
、
長
野

県
産
の
ぶ
ど
う
や
り
ん
ご
を
使
っ

た
ワ
イ
ン
や
シ
ー
ド
ル
を
醸
造
す

る
軽
井
沢
ア
ン
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
松

村
清
美
代
表
）
が
、
醸
造
用
と
し

て
仕
入
れ
て
い
る
規
格
外
の
り
ん

　

軽
井
沢
町
追
分
に
あ
る
「
一
歩

ベ
ー
カ
リ
ー
」（
青
野
剛
代
表
）
で

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
期
間
限

定
で
フ
ル
ー
ツ
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
の

販
売
を
開
始
し
た
。

　

シ
ュ
ト
ー
レ
ン
と
は
ド
イ
ツ
の

伝
統
的
な
菓
子
パ
ン
で
あ
り
、
同

店
で
は
通
年
販
売
し
て
い
る
ス
パ

イ
ス
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
と
ク
リ
ス
マ

ス
期
間
限
定
で
販
売
す
る
フ
ル
ー

ツ
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
は
人
気
の
商
品

と
な
っ
て
い
る
。
5
種
類
の
ラ
ム

漬
け
フ
ル
ー
ツ
や
ナ
ッ
ツ
な
ど
を

使
用
し
、
自
家
製
酵
母
の
み
で
焼

き
上
げ
て
い
る
。

　

一
般
的
な
も
の
の
よ
う
に
砂
糖

は
ま
ぶ
し
て
お
ら
ず
、
甘
さ
控
え

め
で
食
べ
や
す
い
の
が
特
徴
。
ま

た
同
店
で
販
売
し
て
い
る
ラ
イ
麦

パ
ン
の
製
粉
な
ど
を
行
う
食
品
加

工
所
「
地
蔵
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、

食
品
加
工
の
他
に
農
産
物
の
生
産

や
、
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

ご
を
使
用
し
て
い
る
。
軽
井
沢
ア

ン
ワ
イ
ナ
リ
ー
経
由
で
ホ
テ
ル
が

仕
入
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、

農
家
の
出
荷
の
手
間
を
増
や
す
こ

と
な
く
、
販
売
す
る
こ
と
が
可
能
。

規
格
外
と
な
っ
た
り
ん
ご
を
ス
イ

ー
ツ
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
廃
棄

す
る
り
ん
ご
を
減
ら
す
食
品
ロ
ス

の
削
減
や
地
域
農
産
物
の
魅
力
発

信
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

　

ホ
テ
ル
内
「ALL DAY DINING 

LOUNGE/BAR Primrose

」

で

購
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
１
個

１
０
０
０
円
（
税
込
）。

　

今
回
「
地
蔵
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、

無
農
薬
野
菜
や
果
物
を
使
っ
た「
調

味
料
シ
リ
ー
ズ
」
や
自
家
栽
培
の

野
菜
を
使
っ
た
ス
イ
カ
糖
や
ト
マ

ト
ピ
ュ
ー
レ
な
ど
の
「
ま
ん
ま
シ

リ
ー
ズ
」
を
開
発
。
着
色
料
・
保

存
料
な
ど
も
使
わ
ず
食
材
そ
の
も

の
素
材
を
活
か
し
た
ヘ
ル
シ
ー
な

調
味
料
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら

も
同
店
に
て
販
売
し
て
い
る
。
両

商
品
は
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
で
も

購
入
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

フ
ル
ー
ツ
シ
ュ
ト
ー
レ
ン
２
千

円
（
税
込
）。
ス
パ
イ
ス
シ
ュ
ト

ー
レ
ン
１
／
４
カ
ッ
ト
６
５
０

円
。
調
味
料
シ
リ
ー
ズ
各
６
種

１
１
０
０
円
〜
。
ま
ん
ま
シ
リ
ー

ズ
各
３
種
２
５
０
０
円
〜
。
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11 月 10 日夜に行った記念祝賀会であいさつする塩川秀忠会頭。大勢の来賓と共に、創立
110周年を祝った

小諸市文化センターで行った「のど自慢大会」には、59組の応募者の中から選考した 15
組が出場。約 600人の観客を前に、自慢の歌声を響かせた

祝賀会では、今年秋の叙勲で旭
日小綬章を受章した掛川興太郎
前会頭に記念品を贈った 祝賀会であいさつする日本商工会議所の荒井恒一事務局長

記念祝賀会は山岸喜昭県議会議長の乾杯で開宴

　

当
所
創
立
１
１
０
周
年
を
記
念
し
た
各
事

業
を
実
施
。
１
０
０
年
か
ら
の
歩
み
を
ま
と

め
た
「
記
念
誌
」
を
作
成
し
、
全
会
員
へ
配

布
し
た
ほ
か
、
11
月
10
日
に
は
「
の
ど
自
慢

大
会
」
と
「
記
念
祝
賀
会
」
を
開
催
し
た
。

　

の
ど
自
慢
大
会
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
公
開
収

録
）
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
休
業
要
請
な
ど
の

制
限
の
あ
る
生
活
が
続
き
、
市
民
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
と
し
て
実
施
。
15
組
の

出
場
者
に
よ
る
自
慢
の
歌
声
で
来
場
者
約

６
０
０
人
と
歓
声
を
上
げ
て
楽
し
ん
だ
。
出

場
者
は
市
内
に
在
住
・
勤
務
・
通
学
す
る
方

を
対
象
に
募
集
し
、
59
組
の
中
か
ら
総
務
企

画
委
員
会
（
唐
澤
正
幸
委
員
長
）
に
て
選
考

を
し
た
。ゲ
ス
ト
に
は「
お
ん
な
ギ
タ
ー
流
し
」

と
し
て
活
躍
す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
お
か
ゆ
さ
ん
を
招
き
、
司
会
の
お
笑
い

芸
人
「
ガ
ン
リ
キ
」
の
佐
橋
大
輔
さ
ん
と
共

に
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
機
械
採
点
に
加
え
、

塩
川
会
頭
、
お
か
ゆ
さ
ん
、
信
越
放
送
に
よ

る
採
点
を
加
点
す
る
総
合
得
点
に
よ
る
優
勝
、

準
優
勝
、
３
位
の
他
、
会
頭
賞
、
１
１
０
点

ニ
ア
ピ
ン
賞
な
ど
を
用
意
し
、
歌
声
と
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
競
い
合
っ
た
。

　

記
念
祝
賀
会
で
は
、
日
本
商
工
会
議
所
荒

井
恒
一
事
務
局
長
、
長
野
県
佐
久
地
域
振
興

局
原
啓
明
局
長
、
小
諸
市
小
泉
俊
博
市
長
、

長
野
県
商
工
会
議
所
連
合
会
水
野
雅
義
会
長
、

長
野
県
議
会
山
岸
喜
昭
議
長
、
上
田
商
工
会

議
所
堀
内
健
一
会
頭
、
佐
久
商
工
会
議
所
中

川
正
人
会
頭
、
滑
川
商
工
会
議
所
星
名
照
彦

会
頭
、
八
橋
謙
二
副
会
頭
の
他
、
近
隣
商
工

団
体
や
行
政
関
係
な
ど
の
多
く
の
ご
来
賓
を

招
き
、
盛
大
に
１
１
０
周
年
を
祝
っ
た
。

　

ま
た
、
祝
賀
会
内
に
お
い
て
秋
の
叙
勲
で

旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
掛
川
興
太
郎
前

会
頭
へ
記
念
品
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

110周年記念事業を開催
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当
所
女
性
会
（
大
西
優
子
会
長
）

は
、
10
月
24
日
に
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

（
ノ
ベ
ル
ズ
）
の
見
学
会
を
開
催
し

た
。
参
加
者
は
15
名
。

　

今
年
９
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
た
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
は
、
旧
竹

澤
書
店
の
場
所
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

や
古
本
店
、
カ
フ
ェ
・
バ
ー
が
併

設
さ
れ
た
複
合
施
設
。

　

チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
岡
山

千
紗
氏
よ
り
宿
泊
エ
リ
ア
や
カ
フ

ェ
・
バ
ー
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。

　

見
学
後
は
１
階
の
カ
フ
ェ
で
お

茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
情
報
交
換

を
行
い
、
心
地
よ
い
空
間
で
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　

11
月
７
〜
８
日
に
は
、
第
56
回

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

滋
賀
全
国
大
会
が
滋
賀
県
立
芸
術

劇
場
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
３
２
６
女
性
会
、

　

今
年
で
59
回
目
を
迎
え
た

東
信
菊
花
展
は
懐
古
園
馬
場

で
行
い
、
約
５
百
点
の
色
と

り
ど
り
の
作
品
が
11
月
7
日

ま
で
の
20
日
間
、
訪
れ
る
人

を
出
迎
え
た
。

　

菊
栽
培
の
愛
好
家
で
作
る

「
東
信
秋
香
会
」
の
永
島
康

男
会
長
は
、「
今
年
は
例
年

よ
り
多
く
の
作
品
が
出
品
さ

れ
た
。
花
自
体
が
大
き
く
、

三
色
や
新
し
い
作
り
に
挑
戦

す
る
な
ど
作
品
の
質
が
高
く

な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　

会
場
内
で
は
見
ご
た
え
の

あ
る
作
品
か
ら
、
大
型
の
菊

人
形
や
ハ
ー
ト
型
の
コ
ー
ナ

ー
、
切
り
花
の
販
売
な
ど
多

岐
に
渡
る
展
示
で
来
場
者
の

興
味
を
ひ
い
た
。

　

今
回
の
内
閣
総
理
大
臣
賞

は
、
大
井
英
司
さ
ん
＝
佐
久

市
＝
の「
千
輪『
裾
野
の
月
』」

が
受
賞
。
新
人
賞
に
は
、
征

矢
野
亘
さ
ん
＝
佐
久
市
＝
の

「
三
本
立
『
国
華
夢
の
国
』」

が
選
ば
れ
た
。

　

東
信
秋
香
会
で
は
、
会
員

募
集
や
出
展
作
品
を
維
持
す

る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
す

る
な
ど
努
力
を
続
け
て
お

り
、
紅
葉
ま
つ
り
で
懐
古
園

を
訪
れ
る
観
光
客
に
「
自
然

に
色
づ
く
紅
葉
と
、
丹
精
込

め
て
作
る
菊
の
調
和
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
来
年
へ
の

意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

　

特
別
賞
の
受
賞
者
は
次
の

通
り
。

▽
内
閣
総
理
大
臣
賞 

　
大
井
英
司 

（
佐
久
市
）

▽
農
林
水
産
大
臣
賞 

　
篠
原　
淳 

（
小
海
町
）

▽
文
部
科
学
大
臣
賞 

　
工
藤
れ
い
子 

（
上
田
市
）

▽
特　
選 

　
斯
波
隆
夫 

（
小
諸
市
）

▽
長
野
県
知
事
賞 

　
清
水
伸
一 
（
小
諸
市
）

▽
小
諸
市
長
賞 

　
市
川
忠
蔵 

（
小
諸
市
）

▽
小
諸
商
工
会
議
所
会
頭
賞 

　
古
越
直
江 

（
御
代
田
町
）

▽
こ
も
ろ
観
光
理
事
長
賞 

　
野
口
嘉
与 

（
小
諸
市
）

▽
東
信
秋
香
会
長
賞 

　
中
村
敏
之 

（
上
田
市
）

▽
東
信
菊
花
展
実
行
委
員
長
賞 

　
土
屋
英
二 

（
佐
久
市
）

▽
小
諸
商
店
会
連
合
会
長
賞 

　
大
井
孝
作 

（
御
代
田
町
）

▽
佐
久
浅
間
農
業
協
同
組
合
長
賞 

　
大
熊
節
男 

（
東
御
市
）

▽
小
諸
市
議
会
議
長
賞 

　
土
屋
正
夫 

（
御
代
田
）

▽
小
諸
市
教
育
長
賞 

　
山
浦　
忍 

（
小
諸
市
）

▽
ツ
ル
ヤ
賞 

　
相
馬
善
太
郎 

（
佐
久
市
）

▽
新
人
賞 

　
征
矢
野
亘 

（
佐
久
市
）

▽
金　
賞 

　
岩
井
信
子 

（
小
諸
市
）

　
荒
井
泰
雄 

（
上
田
市
）

　
安
座
間
明
美 

（
佐
久
市
）

　

当
所
Ｄ
Ｘ
推
進
特
別
委
員
会

（
中
嶋
剛
登
委
員
長
）
は
、
Ｄ
Ｘ

セ
ミ
ナ
ー
「
デ
ジ
タ
ル
な
ん
て

怖
く
な
い
！
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
て
の
経
営
者
の
心
構
え
」
を

開
き
、
16
人
が
参
加
。
講
師
に

は
「
ア
ス
テ
リ
ア
」
Ｃ
Ｘ
Ｏ
の

中
山
五
輪
男
氏
を
招
い
た
。

　

７
月
に
全
会
員
向
け
に
実
施

し
た
「
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
デ

ジ
タ
ル
化
状
況
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
結
果
を
も
と
に
実
施
。

　

経
営
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

意
識
改
革
に
な
る
よ
う
、
最
新

の
Ｄ
Ｘ
事
例
の
紹
介
を
交
え
な

が
ら
解
説
し
た
。
講
演
内
容
は

録
画
し
、
希
望
者
に
後
日
ア
ー

カ
イ
ブ
配
信
を
予
定
し
て
い
る
。

　

当
所
連
携
推
進
特
別
委
員
会

（
竹
花
長
雅
委
員
長
）
は
、
上
田

商
工
会
議
所
と
の
連
携
事
業
と
し

て
上
田
地
域
産
業
展
に
出
展
す
る

企
業
を
募
集
し
、
出
展
補
助
事
業

を
11
月
１
、２
両
日
に
実
施
し
た
。

　

当
所
か
ら
は
３
つ
の
事
業
所
が

出
展
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
社

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
展
示
説
明
、

体
験
ブ
ー
ス
な
ど
に
よ
り
Ｐ
Ｒ
を

実
施
し
た
。

　

出
店
事
業
所
と
展
示
内
容
は
次

の
通
り
。

・
大
栄
製
作
所
（
サ
ク
シ
ョ
ン
ロ

ー
ル
、
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ル
）

・
三
映
電
子
工
業
（
小
型
Ｄ
Ｃ
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
）

・
イ
ン
サ
ー
ト
（
Ｅ
ー
サ
ー
ト
）

２
５
３
０
名
が
参
加
し
た
。
当
会

か
ら
は
大
西
優
子
会
長
含
む
２
名

が
参
加
し
、
全
国
の
会
員
た
ち
と

の
交
流
を
は
か
っ
た
。

　

会
場
内
に
あ
る
物
産
展
に
は
、

滋
賀
の
特
産
品
の
ほ
か
能
登
半
島

地
震
復
興
応
援
特
別
物
産
展
も
開

催
さ
れ
賑
や
か
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
他
に
石
山
寺
や
大
河
ド
ラ

マ
館
、
国
宝
彦
根
城
な
ど
も
見
学

し
研
鑽
を
深
め
た
。

 

女
性
会

 

・
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
見
学
会

 

・
全
国
大
会
に
参
加

 

Ｄ
Ｘ
推
進
特
別
委
員
会

 

Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

デ
ジ
タ
ル
化
へ
意
識
改
革

 

東
信
菊
花
展

丹
精
し
た
５
０
０
点

 

懐
古
園
を
連
日
彩
る

 

連
携
推
進
特
別
委
員
会

 

上
田
地
域
産
業
展
に
出
展

 

３
事
業
所
が
参
加

Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
の
見
学
会

会
場
は
連
日
大
勢
の
愛
好
家
で
に

ぎ
わ
っ
た

内
閣
総
理
大
臣
賞
の
大
井
英
司

さ
ん
の
作
品
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当
所
卸
小
売
商
業
部
会（
掛

川
和
人
副
部
会
長
）
は
11
月

6
日
部
会
を
開
き
、
部
会
長

を
選
任
し
た
。

▽
部
会
長　

塩
川
浩
次
（
カ

ネ
マ
ン
田
村
屋
）

　

佐
久
法
人
会
小
諸
支
部
（
塩
川

浩
次
支
部
長
）
は
、
９
月
27
日
に

小
諸
高
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

し
た
。

　

地
域
社
会
貢
献
事
業
の
一
環

で
、
参
加
費
の
一
部
は
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
金
に
充
て
る
予
定
。

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

①
竹
花
長
雅
（
長
野
県
パ
ト
ロ
ー

ル
）
②
塩
川
秀
忠
（
大
栄
製
作
所
）

③
谷
和
人
（
谷
建
設
）

　
小
諸
機
工
同
友
会
（
室
賀
信
会
長
）

と
佐
久
法
人
会
小
諸
支
部
（
塩
川
浩

次
支
部
長
）
は
10
月
20
日
か
ら
22
日

の
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
北
海
道
方

面
へ
合
同
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。

　

当
所
建
設
委
員
会
（
谷
和

人
委
員
長
）
は
11
月
18
日
、

小
諸
市
の
建
設
関
連
部
署
と

建
設
、水
道
、建
築
士（
設
計
）、

鈑
金
、
電
設
、
造
園
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
７
団
体
と
の
懇

談
会
を
開
い
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
毎
年
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
各

団
体
と
小
諸
市
と
の
小
懇
談

会
を
事
前
に
開
催
し
、
よ
り
活

発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
市
の
今
後

の
建
設
関
係
事
業
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
各
団
体

の
現
状
と
課
題
、
要
望
▽
最

低
制
限
価
格
の
導
入
▽
分
離

発
注
▽
道
路
復
旧
に
つ
い
て

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
両
会
合
わ
せ
て
11
名
。

主
な
視
察
地
は
「
Ｆ　
Ｖ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ａ

Ｇ
Ｅ
エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海

道
」「
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
博
物
館
」「
ウ

ポ
ポ
イ
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
」

な
ど
。

　

期
間
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
２

日
目
に
は
小
樽
運
河
を
散
策
し
秋
深

い
北
海
道
を
楽
し
ん
だ
。

　
高
地
活
用
特
別
委
員
会
（
唐
澤

正
幸
委
員
長
）
は
10
月
29
日
に
浅

間
山
北
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
内
既
存
施

設
の
視
察
を
実
施
し
た
。
参
加
者

は
17
名
。

　
高
地
委
員
の
ほ
か
に
、
役
員
議

員
、
ジ
オ
パ
ー
ク
市
民
の
会
会
長

の
古
屋
氏
が
参
加
し
た
。

　
「
鬼
押
出
し
園
」「
嬬
恋
村
郷
土

資
料
館
」「
鎌
原
観
音
堂
」
で
は

浅
間
山
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

の
協
力
で
、
当
時
の
様
子
や
そ
の

土
地
に
つ
い
て
の
詳
し
い
ガ
イ
ド

が
あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
「
天
明
泥
流
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」「
八
ッ
場
ダ
ム
」
な
ど

を
視
察
。
人
々
の
暮
ら
し
に
根
付

く
大
地
の
記
録
を
垣
間
見
る
こ
と

で
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
理
解
を
深
め

た
。

 

建
設
委
員
会

 

建
設
関
連
団
体
長

 

小
諸
市
と
懇
談

 

卸
小
売
商
業
部
会

 　 

新
部
会
長
を
選
任

 佐久法人会小諸支部
社会貢献のチャリティーコンペ

 　
小
諸
機
工
同
友
会

 

佐
久
法
人
会
小
諸
支
部

 

北
海
道
を
視
察
研
修

 

高
地
活
用
特
別
委
員
会

 

浅
間
山
北
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

 

既
存
施
設
を
視
察
見
学

　

当
所
商
業
委
員
会
（
塩
川
浩

次
委
員
長
）
は
11
月
16
日
、
６
回

目
の
フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ま

ち
タ
ネ
広
場
で
開
い
た
。
会
員
事

業
所
か
ら
14
店
舗
が
参
加
し
、
秋

の
穏
や
か
な
気
候
の
中
、
各
店
自

慢
の
グ
ル
メ
を
販
売
し
た
。

　

ま
た
商
業
委
員
会
で
は
、
会

場
で
地
震
で
被
災
し
た
能
登
地

方
へ
の
義
援
金
を
受
け
付
け
、

災
害
復
興
の
支
援
を
行
っ
た
。

寄
付
い
た
だ
い
た
方
に
は
風
船

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
集
ま
っ

た
義
援
金
は
輪
島
商
工
会
議
所

を
通
じ
被
災
地
復
興
に
充
て
ら

れ
る
。

 

商
業
委
員
会

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
６

 

14
店
舗
出
店
で
開
催

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
小
諸
支

店
（
樋
口
一
騎
支
店
長
）
は
11
月

13
日
、
事
業
承
継
に
関
す
る
講
演

会
を
開
催
し
当
所
塩
川
秀
忠
会

頭
が
講
師
と
し
て
登
壇
し
、
自
身

の
事
業
承
継
の
実
例
を
話
し
た
。

　

本
講
演
会
は
公
庫
小
諸
支
店

と
当
所
に
よ
る
事
業
承
継
に
関

す
る
連
携
協
定
締
結
か
ら
始
ま

り
、
実
施
さ
れ
た
。
会
頭
の
公
演

の
他
、
公
庫
国
民
生
活
事
業
担
当

者
に
よ
る
事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
の
説
明
も
あ
り
、
会
員
企

業
含
む
40
人
が
参
加
し
た
。

日本政策金融公庫が講演会
塩川会頭が登壇

「事業承継」を語る
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月12

牧野直人 さん牧野伸英 さん

干
支
描
い
た
絵
馬
を
製
作
・
販
売

㈲牧野民芸店日本画家

　来年巳年の絵馬を製作・販売（税込 900 円）してい
ます。原画は牧野伸英の描きおろしです。
　絵馬の製作は前年の辰年から今回２度目。師匠がか
つて十二支をテーマにした展覧会を開いているのを見
て、「いつか自分も十二支を描き切れるような画家にな
りたい」という思いを抱いていました。
　ギャラリーまきのの実店舗又は ECサイトでお買い求
めいただけます。また、店舗にて原画も置いています
ので是非ご覧ください。
　多摩美術大学を卒業後、長らく横浜にて芸術活動を
行い、令和元年に帰郷してからは日本画の絵画教室の
講師を務めながら、本格的な日本画に限定せず自分の
幅を広げるつもりでハガキサイズや版画などにも挑戦
しています。
　毎年 10 月前後に個展を開催し、金箔を用いた金地
の背景にこだわった作品やハガキサイズの作品に限定
するなどテーマを毎年変えながら展示しています。
　今回描き下ろした絵馬のデザインは来年１月に行わ
れる稲毛神社（神奈川県川崎市）の「有名人慈善絵馬
展」で奉納される A4サイズの絵馬にも使用予定です。
奉納した絵馬は１月いっぱい、「川崎モアーズ」でも展
示されます。
　描きたいものはたくさんあります。日本画にこだわ
らず、なんでもやってみたい。私は都会的な風景に魅
かれるのですが、師匠には「自分を囲うな」と教わり
ました。自分の感性に従って魅力的な素材を探すこと
を大切にしながら、表現に応じた画材を選んで制作す
ることで創作の幅を広げていきたいと思っています。

▽
３
日
（
火
）

・
連
携
推
進
特
別
委
員
会
（
18
時
〜
）

▽
４
日
（
水
）

・
工
業
委
員
会
（
18
時
半
〜
）

▽
５
日
（
木
）

・
税
務
相
談
（
13
時
〜
）

・
東
信
三
商
工
会
議
所
女
性
会
若
手
後
継
者

等
育
成
事
業
講
演
会
（
14
時
〜
）

▽
９
日
（
月
）

・
経
営
相
談
（
９
時
〜
）

▽
12
日
（
木
）

・
浅
産
協
交
流
会
（
13
時
〜
）

・
法
律
相
談
（
13
時
半
〜
）

▽
16
日
（
月
）

・
労
務
・
年
金
相
談
（
13
時
〜
）

▽
17
日
（
火
）

・
Ｄ
Ｘ
推
進
特
別
委
員
会
（
15
時
〜
）

▽
19
日
（
木
）

・
建
設
委
員
会
（
18
時
〜
）

▽
20
日
（
金
）

・
登
記
・
法
律
相
談
（
13
時
〜
）

・
経
済
環
境
委
員
会
（
17
時
〜
）

委
員
会
だ
よ
り

11
月
の
議
題

事
業
所
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

■
新
規
入
会

・
カ
ラ
フ
ル　
波
形
努　
代
表

　
市
町
１
‐
１
‐
８

・RISTORANTE

　 
AZUMAYA

　

眞
嶋
潤
代
表

　
南
町
１
‐
４
‐
９

■
代
表
者
変
更

・
丁
子
屋　
依
田
利
宣　
代
表

取
締
役

■
所
在
地
変
更

・
中
山
塗
装　

佐
久
市
鳴
瀬

３
５
７
２
‐
１

・
萬
祥
酒
楼　
本
町
１
‐
３
‐

３
萬
祥
第
一
ビ
ル
Ｂ
１

・
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
イ

ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

　

佐
久
市
佐
久
平
駅
北
２
‐

１　
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
佐
久

平
３
Ｆ　

■
経
済
・
環
境
委
員
会
（
11

月
５
日
）

・
金
融
講
習
会
（
講
師
：

八
十
二
銀
行
小
諸
支
店
古
林

氏
）

・
各
事
業
報
告
に
つ
い
て
（
視

察
研
修
、
ふ
ー
ど
ま
つ
り
）

■
観
光
委
員
会
（
11
月
20
日
）

・
今
年
度
事
業
に
つ
い
て

■
高
地
活
用
特
別
委
員
会

（
11
月
21
日
）

・
ジ
オ
パ
ー
ク
視
察
研
修
に
つ

い
て
（
報
告
）

・
東
京
都
ス
キ
ー
技
術
選
手
権

大
会
に
つ
い
て

　

今
年
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
、
当
所
の

創
立
１
１
０
周
年
事
業
が
盛
大
に
開
か
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
が
経
過
し
た
。
し
か

し
、
気
が
付
け
ば
年
末
も
近
づ
い
て
い
て
、

ま
た
忙
し
く
な
り
そ
う
だ
。

　

新
年
に
向
け
た
年
末
の
準
備
で
欠
か
せ
な

い
の
は
「
カ
レ
ン
ダ
ー
」。
当
所
で
は
共
済
制

度
加
盟
事
業
所
に
、
毎
年
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
っ
て
配
布
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

一
方
、
こ
も
ろ
観
光
局
は
今
年
、
令
和
８

年
の
「
小
諸
市
動
物
園
開
園
１
０
０
周
年
」

に
向
け
動
物
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
。
販
売
し

て
い
る
。
購
入
希
望
の
方
は
こ
も
ろ
観
光
局

（
２
２
・１
２
３
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

牧野伸英さん（左）、直人さん（右）

牧野伸英
公式サイト

ギャラリーまきの
ホームページ

※ 12月 28 日から令和 7年 1月
5日まで、当所は年末年始休業とな
ります。ご了承ください。
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ス
タ
ラ
ス
小
諸

冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

飯
綱
山
公
園
の
「
ス
タ
ラ

ス
小
諸
」
で
昨
年
12
月
か
ら

本
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た

「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ　

Ｋ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ

Ｒ　

Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ
」。
第
２
回
に
あ
た

る
今
回
は
、
11
月
23
日
か
ら

始
ま
っ
て
お
り
、
令
和
７
年

２
月
末
ま
で
開
催
す
る
予
定

だ
。
　

初
日
に
あ
た
る
11
月
23
日

諸
高
原
美
術
館
・
白
鳥
映
雪

館
や
長
野
県
動
物
愛
護
施
設

ハ
ロ
ー
ア
ニ
マ
ル
、
ド
ッ
グ

ラ
ン
、
木
製
遊
具
で
遊
べ
る

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
が
開
設
さ
れ

て
お
り
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
見
な
が
ら
飲
食
や
買
い

物
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

複
合
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ン
以
来
、
ワ
イ
ン

用
ブ
ド
ウ
の
苗
植
え
や
収

穫
、
ぶ
ど
う
染
め
な
ど
の
体

に
は
点
灯
式
を
実
施
。
当
所

か
ら
は
中
嶋
剛
登
副
会
頭
と

中
野
信
之
観
光
委
員
長
が
出

席
し
た
。
シ
ャ
ン
パ
ン
ゴ
ー

ル
ド
に
光
る
、
星
々
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
冬
の
小
諸
を
照
ら
し
て

い
る
。

　

開
催
会
場
の
「
ス
タ
ラ
ス

小
諸
」
は
、
令
和
５
年
３
月

に
オ
ー
プ
ン
。
ワ
イ
ナ
リ
ー

＆
シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
店
、
小

験
会
や
夏
ま
つ
り
な
ど
、
季

節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を

多
数
展
開
し
て
い
る
。

▽
開
催
期
間

令
和
７
年
２
月
28
日
ま
で

▽
点
灯
時
間

午
後
４
時
半
か
ら
午
後
10
時

▽
開
催
場
所

飯
綱
山
公
園
内
ツ
リ
ー
テ
ラ

ス
ほ
か

▽
主
催

飯
綱
山
公
園
活
性
化
事
業
実

行
員
会

▽
お
問
合
せ
先

小
諸
市
大
字
諸
１
５
１
‐
１

ス
タ
ラ
ス
小
諸
（
電
話

０
２
６
７
‐
４
１
‐

０
０
４
２
）

▽
営
業
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

※
土
日
祝
午
前
８
時
か
ら

▽
定
休
日　
月
曜
日


